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2025.1.24 更新 

学会活動および業績一覧 
 

日本歯科衛生士会入会日 

入会日 （西暦）20〇〇年 より現在まで 20 年   

＊断続している場合は、最終入会日と年数を記入してください。 
 

日本障害者歯科学会会員歴 

継続している場合 （西暦）20〇〇年 4 月〇日より現在まで 18 年〇か月 

断続している場合 

合計会員歴 

年  月  日～  年  月  日 ・  年  月  日～  年  月  日 

年  月  日より現在まで      年   か月    

 学会活動および業績一覧 

番号  発表年 

1 
学会花子，医師，歯科医師におけるシロップ剤・ドライシロップ剤による歯

科疾患リスクに対する意識調査，第 41回日本障害者歯科学会． 

2024年 

2 
歯科太郎，学会花子，当センターの来院患者および家族の高齢に伴う歯科受診

への影響，第 40回日本障害者歯科学会． 
2023年 

3 

学会花子，障害者歯科診療に携わる指導歯科衛生士および認定歯科衛生士と 

一般歯科衛生士間における研修ガイドライン達成状況の比較，障歯誌 2022：

41：227-236． 

2022年 

4 
学会花子，特別支援学校における口腔ケア研修の実態調査，日本歯科衛生学会

第 17回学術大会． 
2022年 

5 
 

 
 

6 
 

 
 

＊発表および論文掲載は、筆頭もしくは共同研究者を問わず、最近のものからお書きください。 

＊発表および論文掲載は、多数の場合は最近 3年のもの、著者・発表者は筆頭者とご本人のみご記入

ください。 

＊日本歯科衛生学会、日本障害者歯科学会および障害者歯科の関連学会の発表および論文掲載をご記 

入ください。（商業誌や月刊誌等への掲載は除く） 

＊上記リストに記載の発表および論文掲載につき、抄録集の表紙、抄録のコピー、別刷等、内容の 

わかる書類を同封してください。 

＊論文掲載は、採用が確定した段階で記載可能です。 

上記のとおり相違ありません。 

  （西暦）2025年 5月 24日            氏名 学会 花子（自筆） 

発表：筆頭発表者の場合 

発表：共同発表の場合 

論文：筆頭著者 

他学会発表：筆頭発表者 


